
（
京
都
大
佛
前
俵
屋
清
兵
衛
ほ
か
、
天
保
十
己
亥
孟
秋
再
刻
、
一
三
八
丁
）

古
書
價
格
二
百
圓
也
。
舊
假
名
總
ル
ビ
の
讀
み
易
き
こ
と
格
別
な
り
。
當
時
の
印
刷
技
術
の
卓
越
振
り
を
も
堪
能
し

得
る
一
冊
と
覺
ゆ
。
和
紙
の
紙
質
愛
す
べ
し
。
所
有
者
の
墨
書
サ
イ
ン
に
、
「
是
永
茂
高
」
と
。
如
何
な
る
人
物
な
り
し

や
。二

「
増
補
實
地
活
用

日
本
用
文
大
全
」
内
山
正
如
著

（
博
文
館
、
明
治
二
十
六
年
増
訂
三
版
、
正
價
金
五
拾
錢
、
三
八
二
頁
）

古
書
價
格
三
百
圓
也
。
初
版
は
明
治
二
十
一
年
。
緒
言
に
曰
く
、
「
高
嶺
に
登
ら
ん
と
欲
せ
ば
先
づ
其
麓
路
よ
り
辿
ら

ざ
る
べ
か
ら
ず
」
と
。
目
次
は
以
下
の
如
し
。
四
季
用
文
篇
、
雜
事
用
文
篇
、
商
家
用
文
篇
、
農
工
家
用
文
篇
、
生
徒
用

文
篇
、
女
子
用
文
篇
、
時
令
記
事
篇
、
記
事
論
説
篇
、
傳
記
篇
（
佐
藤
一
斎
、
三
條
實
美
、
大
久
保
利
通
ら
）、
憲
法
發

布
頌
徳
表
、
名
士
手
翰
集
（
信
長
、
山
陽
、
松
陰
、
龍
馬
、
隆
盛
ら
）、
記
事
論
説
文
作
例
、
和
文
作
例
（
紫
式
部
、
兼

好
法
師
、
清
少
納
言
ら
）、
名
家
歌
集
（
源
義
家
、
太
田
道
灌
、
楠
正
行
ら
）、
名
家
詩
集
、
羅
馬
字
用
法
、
淸
遊
雅
式
、

百
工
製
法
篇
、
四
季
割
烹
篇
、
證
書
文
例
篇
、
書
籍
出
版
願
届
手
續
、
鼇
頭
。
た
と
へ
ば
、
新
年
の
用
文
は
、
以
下
の
如

し
。
「
鳳
暦
之
嘉
祥
萬
象
維
新
愛
度
申
納
候
先
以
高
閣
御
無
異
御
超
陽
被
遊
珍
重
之
御
儀
奉
存
候
隨
而
蝸
居
老
少
依
舊
加

壽
仕
候
間
乍
憚
御
放
懐
可
被
下
候
右
歳
甫
之
祝
詞
申
上
度
如
斯
御
座
候
謹
具
」
と
。
漢
字
ば
か
り
な
れ
ど
、
年
賀
状
に
使

用
さ
れ
て
は
如
何
。

三
「
漢
文
中
學
讀
本
參
考
書

全
」
鹿
嶋
喜
平
治
著
、
松
本
豐
多
校
閲

（
吉
川
半
七
蔵
版
、
明
治
二
十
七
年
刊
、
定
價
金
參
拾
錢
、
四
四
丁
）

古
書
價
格
二
百
圓
也
。
保
存
状
態
頗
る
よ
し
。
「
三
善
清
行
」
の
讀
み
方
に
つ
き
、
永
年
の
疑
問
氷
塊
す
。
曰
く
、「
世

間
清
行
は
キ
ヨ
ツ
ラ
と
讀
む
も
の
多
し
。
之
を
三
善
家
の
子
孫
に
質
す
る
に
キ
ヨ
ヤ
ス
と
讀
む
可
し
と
い
へ
り
。
今
之

一

古
書
の
た
の
し
み
（
令
和
元
年
七
月
）

土
屋

博

つ
ち
や

ひ
ろ
し



に
従
ふ
」
と
。
（
日
本
外
史
冒
頭
部
分
に
出
現
す
。
大
町
桂
月
は
正
し
く
キ
ヨ
ヤ
ス
と
訓
じ
た
れ
ど
、
少
數
派
に
属
せ

り
。）四

「
女
子
の
ふ
み
」
与
謝
野
晶
子
著

（
弘
學
館
、
大
正
三
年
十
一
版
、
定
價
金
四
拾
五
錢
、
二
二
四
頁
）

古
書
價
格
二
百
圓
也
。
初
版
は
明
治
四
十
三
年
。
著
者
、
は
し
が
き
に
曰
く
、
「
此
の
書
の
作
例
は
、
著
者
が
若
し
斯

か
る
場
合
と
斯
か
る
境
遇
と
に
あ
ら
ば
、
斯
か
る
風
に
認
む
べ
し
と
、
そ
の
實
際
に
身
を
置
き
た
る
心
持
に
て
書
き
ぬ
」

と
。た

と
へ
ば
、
「
年
始
の
文
」、
以
下
の
如
し
。
『
新
し
き
年
立
ち
申
し
候
。
幸
ひ
か
ぎ
り
な
き
御
あ
た
り
の
彌
さ
ら
に
榮

え
さ
せ
給
へ
と
御
祝
ひ
申
し
上
げ
ま
ゐ
ら
せ
候
、
ま
こ
と
や
、
お
ん
美
く
し
き
お
子
様
方
、
今
朝
は
い
か
や
う
に
見
え
給

ふ
ら
む
。
め
で
た
き
た
め
し
に
蓬
莱
を
ひ
く
ま
で
も
無
く
足
ら
ひ
居
ま
す
御
こ
と
と
、
遙
か
に
存
じ
上
げ
ま
ゐ
ら
せ
候
、

か
し
こ
。』

五
「
萬
葉
の
旅
」
（
上
中
下
）
犬
養
孝
著

（
現
代
教
養
文
庫
、
昭
和
五
十
八
年
四
十
四
刷
、
定
價
千
四
百
四
十
圓
）

函
入
。
古
書
價
格
千
圓
也
。
上
巻
大
和
。
中
巻
近
畿
・
東
海
・
東
國
。
下
巻
山
陽
・
九
州
・
山
陰
・
北
陸
。
下
巻
一
二

六
頁
に
は
新
元
號
令
和
の
も
と
と
な
り
た
る
「
梅
花
の
宴
」
の
記
述
あ
り
。
犬
養
博
士
曰
く
、
「
天
平
二
年
七
三
〇
年
正

月
一
三
日
太
陽
暦
二
月
八
日
に
は
旅
人
の
官
邸
で
梅
花
の
宴
が
盛
大
に
行
は
る
。
集
ま
る
者
憶
良
・
小
野
老
・
沙
彌
滿
誓
・

大
伴
百
代
ら
筑
紫
中
央
人
の
ほ
か
大
隅
・
薩
摩
・
壱
岐
・
對
馬
に
及
ぶ
所
管
諸
國
の
官
人
ら
。
そ
の
折
の
梅
花
の
歌
三
二

首
と
中
國
詩
文
を
模
倣
驅
使
し
た
る
美
文
の
序
、
巻
五
に
所
収
」
と
。

六
「
村
山
リ
ウ
源
氏
物
語

上
中
下
」

（
創
元
社
、
昭
和
四
十
一
年
十
二
版
乃
至
九
版
、
定
價
各
四
百
六
拾
圓
、
三
三
七
＋
三
四
〇
＋
三
二
四
頁
）

古
書
價
格
三
冊
に
て
千
圓
也
。
よ
み
う
り
テ
レ
ビ
に
て
昭
和
三
十
四
年
よ
り
一
年
二
か
月
に
亙
り
毎
日
放
送
せ
ら
れ

た
る
も
の
の
由
。
語
り
を
そ
の
儘
活
字
に
し
た
れ
ば
、
讀
み
易
き
こ
と
此
の
上
無
し
。
か
か
る
テ
レ
ビ
放
送
、
今
日
に
て

は
不
可
能
と
覺
ゆ
。

（
令
和
元
年
七
月
二
十
二
日
受
附
）二


